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表1調査農家の水川所有地（hn）
1　は　じ　め　に

最近の圃場整備事業では1筆面積が50a以卜と大別ヒし

っっあり．当相馬支場の周辺でも120mx50mの60a医l抑日

の造成が進められている。しかし，圃場の大型化に伴って．

管理や作業面の他∴牛帝ムラによる減収などいくつかの問

題点が生じてきた。

そこで．笥者らは該当農家を対象に，問題点詔理のため

のアンケート調香を実施し，併せて生育ムラの原閑を調べ

た。

2　調　査　方　法

11）アンケート調査

1990年10－11月に，県営圃場幣備事業相馬西部地区及び

同相馬東部地区の23戸に，あらかじめ作成した21項臼の調

査用紙を配布して回答を依頼し．約1か月後にlH1収鰹押。

（21生育ムうについての調査

1990年に，アンケート調査と同地域の60a区画田20等を

選定し，慮高分げっ期を終えた7月20日に，1笥ごとに牛

青の良好な所（以下，生育良区という）と生育の不良な所

（以下，生育不良区という）各1か所を，草丈の長短を目

安として設定し，以後生育・収量を調査した。

3　試験結果及び考察

（1）アンケート調査

調査農家の水田所有面積を表1に示したが，対象地域は

比較的規模の大きい農家が多く，3ha以上の農家が約3

割を占めた。

また，基盤整備後の機械の更新，新税導入状況をみると，

トラクタが一番多く．更新と新規導入合わせて約40％の農

家で変化があった（表2）。次いで，ロークリ．代かきロー

タリ，田植機などが続き，約％の農家でこれらの機械の大

型化が図られていた。同時に，耕起代かき，田植え，収穫

作業などの受託農家がそれぞれ30％前後あり．水田の大型

化に伴って農家構造に変化が生じつつあるものと推察され

た（データ省略）。

次に，整備初年目で問題になった作業名を表3に示した

表2　基盤整備後の機械の更新状勃目刺

ト　　 ラ　　 ロ　 ー

ク　 タ　 タ　 リ

更　　 新 2 1．7　　 13 ．0

新 税 導 入 17 ．4　　 1 7 ．4

代かき．一　　　　コ

ロータリ日柄機パイン

8．7　　21．7　　　8．7

21．7　　4．3　13．0

が，代かきの35％を筆頭に，肌色え，耕起．刈り取りなど

の作業があげられた。問題点としては，耕盤の凹ln】による

トラクタや‖植機の走行本能，田面のll11凸などがあげられ

た（データ省略）。

このことは，表4～表6からも推察することが・亜巨であ

り－整備初年Hにはほとんどの農家が，l丑面あるいは耕盤

の凹■rlを気にしており．代かき回数を多くするなどして均

平に努めていた。

最後に．圃場が人きくなって良くなった点という問いに

は，87％の農家が作業や圃場管理が各掛こなったと感じて

おり．逆に濃くなった点という問いには，凹血の不均平に

ょり初期の水管理や蕗．排水が難い、ことなどが指摘され

衷3　整備初年目で問題になった作業名（％）

表4　圃場の均平程度極）

初年 目　 2 年 目　 3 年 目

均 平 で あ る 6．2　　 4 2．9

場 所 に よ り叫 lリ】が あ る 52 ．2　　 6 8．8　　 5 7．1

凹 凸 が ひ どい 4 7．8　　 18．8　　　 －

竪 備 前 と変 わ らな い 6 ．2
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表5　■椚仙波の耕盤の状態射

粁備前と変わらない

耕盤の凹凸かひどい

作十が一定でない

初年刃　　2

25．0　　　50．0

86．4　　　62．5　　　27．5

13．6　　　12，5　　　12．5

蓑6llりハのひどい場合の均、巨〟法（射

耕起前に客．t■．

耕起前に凸邦からlLll郡にl・．を運ぶ

代かき回敬を多くする

表7　ほ場か人里化して点くなった上、il％）

蓑9／卜西木良区の対／lミ宵山区比（％）

作付　7月20日

回数　草丈　茎数
1

2　4作
3

4

5

6　3作
7

8

9　0　1‥2　3　4

村長　穂数

93　　78　　99　　73

96　111　92　　87

95　　96　　95　　91

99　106　　97　101

91　85　　93　　80

88　101　87　　94

96　　95　　92　　93

89　　71　87　　61

91113　　95　　95

2作　　65　　62　　75　　57
83　　86　　81　85

80　　63　　80　　59

1作　92　102　90　　95
73　　69　　70　　65

作業能率が．l■JJまった

圃場閂理が翌日こなった

無回答

蓑8　圃場が大里化して悪くなった点（％）

水管理に‾r・l廿がかかる

追肥作業が大変になった

イくり半で排水か悪くなった

防除作業が人変になった

機械規の人里化が必要

無回答

た（表7，8）。

（2）／L脅ムラについての調査

性行不良医の／上市良区に対する収！－1主比は96－105％7点，

86～95％6山，76～85％2山，75％以卜5点であった。7

月2011の草丈が／1三帝良区比90％以卜になると，籾数の低卜

栴 玄　 正
借i 考■

米亜　 柁数

10 3　　 9 4 切　 土

8 8　　 8 1

9 0　　 9 2

9 3　　 9 7

9 1　 8 9

7 4　　 6 9

川 面■机 、

8 0　　 8 7

6 7　　 6 7

9 9‾‾‾‾　8 9

9 7　　 5 3

7 0　　 5 4

6 3　　 3 9

日面 高い

10 1　 7 5

5 8　　 4 4

が著しく，収旭の低下が人きい傾向にあった（表9，ただ

し東部地区のデータ省略）。

生酒ムラの原田については，整備後2作目までは凹面の

高低．3作目以降では基盤牢備による排能の深浅が関与す

ると推察され．圃場の極端な凹凸は代かきをl：とした均平

作業により改善するという前述のアンケート結果とも一致

した。

4　ま　と　め

（1）アンケート調査の結果，怖場の人型化に伴い岡場の管

理や作業が容易になったとする反面，田面や耕盤が均平で

なく．落∴排水を含む水管理が難い、点が指摘された。

（2）水稲の／ト育ムうについては，整備後2作目までは凹面

の高低，3作Lj以降では基盤軽備による耕盤の深浅が関与

すると推察された。
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